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【お願い】 

最近お客様より、類似品に関するお問い合わせをいただく事が増えております。 

お問い合わせする前に、弊社の製品であることのご確認をお願いします。 

弊社の製品「ワイヤレス見張隊」は、白色の筐体で、かつ弊社の LET'Sロゴマークがあります。 

もし弊社の製品と異なる場合は、ご購入先に問い合わせてください。 
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１．はじめに 

このたびは、ワイヤレス見張隊をお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。 

この取扱説明書（以下、本書）は、ワイヤレス見張隊（以下、本装置）の設置方法、操作方法、およ

び構成などを説明いたします。 

 

本装置の特徴 

・最大４台のワイヤレスカメラ（通常はカメラ２台）が設置できます 

・モニター付録画装置（録画装置）でカメラ映像を録画・再生することができます 

・スケジュール録画、モーション録画ができます 

・USBの記録媒体で、録画データのバックアップができます 

・ネットワーク接続により、パソコンから映像が確認できます 

・スマートフォンの監視アプリを使い、映像を離れた場所で見ることができます 

 

本書では、呼称を以下の通り定義いたします。 

呼 称 意 味 

カメラ 本装置に付属のワイヤレスネットワークカメラ全般を指します。 

録画装置 ネットワークカメラ専用のモニター付レコーダーを指します。 

HDD 本装置に付属のハードディスクドライブを指します。 

ライブ映像 カメラから入力され、モニターに映し出されている映像を指します。 

（録画された映像ではありません。） 

録画 映像を HDDに記録することを指します。 

録画映像 HDDに録画されている映像を指します。 

ビデオロス 映像信号が途切れたことを意味します。 

モーション（動体）検知 映像に変化があった時（例：人が歩いている）に、それをトリガーと

して、録画やアラームを鳴らすことができる機能を指します。 

アプリ スマートフォンやタブレットにインストールすることで、ライブ映像

を遠隔で監視できるソフトウェアを指します。 

 

・本装置のご使用にあたって必要とされる一般的なパソコンやスマートフォン等の操作につきましては、本

書では記載しておりません。あらかじめご留意ください。 

・本書の図や画面は、説明を目的とするため、実際の表示と多少異なる場合があります。ご了承ください。 
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１－１．安全上の注意 

本装置を操作する前に本書をよくお読みください。本装置は精密機器であり慎重な取り扱いが必要です。 

また、カメラを設置する際、設置する地域の条例やガイドラインに従って設置してください。 

 

●安全に正しくお使いいただくために 

 本書および本装置の表示では、製品を安全にお使いいただき、ご使用になる方や他の方々への危害や

財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次の用になっ

ています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 

 

■表示の説明 

誤った取り扱いをしたときに生じる危害、障害の程度を区分し説明します。 

 
警告 

この表示の注意文を無視して誤った取扱いをすると、「死亡または重症を負う可能性が想定され

る」内容を示しています。 

 
注意 

この表示の注意文を無視して誤った取扱いをすると、「損傷を負ったり物的損害が想定される」

内容を示しています。 

 お願い 
この表示を無視して，誤った取り扱いをすると、本装置の本来の性能を発揮できない、または、

機能停止をまねく内容を示しています。 

 

■図記号の説明 

お守りいただく内容の種類を絵記号で区分し説明しています。 

 

記号は、してはいけないこと「禁止」を示します。 

 

●記号は、しなければならないこと「指示」を示します。 

 

△記号は、注意を促す内容を示します 

 

■設置場所について 

 警告 

 

●不安定な場所、振動の多い場所、強度の弱い壁への設置禁止 

カメラを取り付けても十分に支えられる壁面にしっかりと取り付けてください。落下する恐れがあり、破損

やケガの原因となることがあります。 

 

●壁面内の配線や配管（ガス管・水道管等）に注意 

ネジなどで配線や配管を傷つけると、火災・感電の原因となります。 

 

●湿度の高い場所への設置禁止 

風呂場や加湿器のそばなど、湿度の高いところでは使用しないでください。火災・感電の原因となります。 

 

●本装置は日本国内で使用する 

本装置は日本国内専用です。国外で使用すると火災や感電の原因になります。 

また、他国には独自の安全規格が定められており、本装置は適合していません。 
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 注意 

 

●モルタル塗装部への設置 

穴開けにより、古い壁が落ちることがありますので、注意して穴開けをしてください。 

 

●火気のそばへの設置禁止 

本装置や電源ケーブルを熱器具等の発熱する物に近づけないでください。 

カバーや電源ケーブルの被覆が溶けて、火災・感電・故障の原因となることがあります。 

 

●直射日光、高温の場所への設置禁止 

直射日光の当たるところや、高温のところに置かないでください。 

内部の温度が上がり、火災・故障の原因になることがあります。 

 

●油飛びや湯気が当たるような場所への設置禁止 

調理台のそば等油飛びや湯気が当たるような場所、ほこりの多い場所に置かないでください。火災・感電と

なることがあります。 

 

●不安定な場所への設置禁止 

ぐらついた台の上や傾いたところ等、不安定な場所に置かないでください。また、本装置の上に重い物を置

かないでください。バランスがくずれて倒れたり、落下してけがの原因になることがあります。 

 

●重電機器・電磁波を発生する機器の近くへの設置禁止 

業務用洗濯機、工作機械、電動機などの重電機器、電磁波の発生する機器の近くに設置しないでください。また、

上記と同じ電源元から電源を供給しないでください。ノイズの影響を受けて異常が発生するおそれがあります。 

 

お
願
い 

●本装置を正常にまた安全に使用していただくために、 

 次のようなところへの設置は避けてください。 

・ほこりが多い場所 

・極度に振動が激しい場所 

・気化した薬品が充満した場所や、薬品に触れる場所 

・強い磁界を発生する装置などが近くにある場所 

・極度に高温や低温になる場所 

●家電機器(AV機器/調理機器/空調機器など)から離して設置してください。 

 特にテレビ等のリモコンを本装置に近くで操作すると、誤動作するおそれがあります。 

●電波の到達距離について 

録画装置からカメラの間に障害物がない場合は、見通し距離約 50m以内で使用できますが、次のような場合は、電波が届

きにくくなります。 

 ・鉄筋や鉄骨を使用した建物で使用する場合 

 ・カメラと録画装置が別の階層や別の建物にある場合 

 ・カメラと録画装置の間に次のような障害物がある場合 

（外壁、金属製の扉や雨戸、トタンなどの金属製の外壁材、金属箔が含まれる断熱材、金属製の家具など 

●カメラは電波干渉による影響を防止するため、次の機器から離して使用してください 

・電子レンジ・無線 LAN機器・ワイヤレス AV機器・インバーター電気機器 

その他、下記の機器でも近くで使用すると本機やその機器の動作に影響がでる場合があります。離して使用してください。 

・ゲーム機のワイヤレスコントローラー・デジタルコードレス電話機・火災報知機・アマチュア無線局 

・自動ドア・マイクロ波治療器・BluetoothⓇ対応機器・ワイヤレスインターホンやワイヤレスドアホン 

 

■使用について 

（１）こんなときは 

 警告 

 

●発煙への対処 

万一、煙が出ている、異臭がする等の異常状態のまま使用すると、火災・感電の原因となります。すぐに本

装置の電源コードをコンセントから抜いて、煙が出なくなるのを確認してから、ご購入店か弊社に修理をご

依頼ください。お客様による修理は危険ですから絶対おやめください。 

 

●水が装置内部に入った場合の対処 

万一、内部に水が入った場合は、すぐに本装置の電源コードをコンセントから抜いて、ご購入店か弊社に修

理をご依頼ください。そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 

 

●電源アダプタ、電源コードが傷んだ場合の対処 

電源アダプタ、電源コードが傷んだ状態（芯線の露出・断線等）のまま使用すると、火災・感電となります。

すぐに本装置の電源コードをコンセントから抜いてご購入店か弊社に修理をご依頼ください。 
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（２）電源について 

 警告 

 

●家庭用電源以外の禁止 

AC100V家庭用電源以外では絶対に使用しないでください。火災・感電の原因となります。 

 

●電源アダプタ・電源コード 

専用の電源アダプタおよび電源コード以外は絶対に使用しないでください。 

火災・感電・故障の原因となります。 

 

●電源アダプタ・電源コードの取扱注意 

電源アダプタ・電源コードを傷つけたり、分解したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじった

り、たばねたりしないでください。また、重い物を載せたり、加熱したりすると損傷し、火災・感電の原因とな

ります。 

 

●ぬれた手での操作禁止 

ぬれた手で電源コードを抜き差ししないでください。感電の原因となります。 

 

●たこ足配線の禁止 

分岐ソケットを使用した、たこ足配線はしないでください。火災・感電の原因となります。 

 

 注意 

 

●電源コードの取扱注意 

電源コードを抜くときは、必ずプラグ本体を持って抜いてください。コード部を引っ張るとコードが傷つき、

火災・感電の原因となることがあります。 

 

●乗ることの禁止 

本装置に乗ったり、こしかけたり、すわったり、よりかかったりしないでください。特に、小さなお子様の

いるご家庭ではご注意ください。倒れたり、こわれてけがの原因となることがあります。 

 

（３）禁止事項について 

 警告 

 

●改造の禁止 

本装置を分解・改造しないでください。 

火災・感電の原因となります。 

 

●ぬらすことの禁止 

本装置に水が入ったり、ぬらさぬようにご注意ください。 

火災・感電の原因となります。 

 

（４）その他のご注意 

 注意 

 

●雷のときの注意 

雷が激しいときは、電源コードをコンセントから抜いてください。万一落雷があった場合、火災・感電の原

因となることがあります。雷が発生した際は、感電のおそれがあるので、電源アダプタ、電源コードおよび

LANケーブルに触れないようにしてください。 

 

●電源ケーブルの清掃 

コンセントとソケットの間のほこりは定期的に（半年に 1回程度）に取り除いてください。放置しておくと、

火災・感電の原因となることがあります。 

 

●長期間ご使用にならないときの注意 

長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源コードをコンセントから抜いてください。 
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●著作権について 

音楽、映像、コンピュータ・プログラム、データベースなどは著作権法により、その著作権者及び著作権者の権利が保護さ

れています。このした著作物を複製することは、個人的に又は家庭内で使用する目的のみで行うことができます。上記の目

的を超えて、権利者の了解なくこれを複製（データ形式の変換を含む）、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信な

どを行うと、「著作権侵害」、「著作者人格権侵害」として損害賠償の請求や刑事処罰を受けることがあります。本装置を使

用して複製などをされる場合には、著作権法を遵守の上、適切なご使用をこころがけていただきますようお願いいたします。 

 

●プライバシー・肖像権について 

カメラの設置や利用につきましては、お客様の責任で被写体のプライバシー、肖像権などを考慮のうえ、行ってください。 

※「プライバシーは、私生活をみだりに公開されないという法的保障ないし権利、もしくは自己に関する情報をコントロー

ルする権利。また、肖像権は、みだりに他人から自らの容ぼう・姿態を撮影されたり、公開されない権利」と一般的に

言われています。 

 

●セキュリティーについて 

本装置をネットワークに接続する場合、必ずパスワードを設定してください。また、設定したパスワードは忘れないように

メモしてください。パスワードを設定しないと、映像が外部に流出するおそれがあります。 

 

●スマートフォンやタブレットで映像を見る場合 

アプリのダウンロードやライブ映像を見るときにデータ通信量が多くなりますので、パケット通信料が高額になります。

このため、パケット定額サービスのご利用を強くおすすめします。 

弊社ではアプリの動作保証は致しません。お客様の責任のもとでインストールしてください。端末やネットワークの環境

により使用できない場合があります。その場合、弊社でのサポートは致しかねますのでご了承ください。 

また、アプリのサービスは、予告なく終了する場合があります。ご了承ください。 

 

●内蔵ハードディスクを交換した場合 

お客様が内蔵ハードディスクの交換を行った時点から、納品日からの１年間の無償保証対象外となりますので予めご了承

ください。 

 

●免責事項について 

・本製品は、犯罪抑止等を意図して製作された商品ですが、犯罪の防止・安全を完全に保証するものではございません。

万一被害など発生致しましても、当社は責任を負いかねますのでご了承ください。 

・地震・雷・風水害などの天災および当社責任以外の火災、第三者による行為、その他事故、お客様の故意または過失・

誤用・その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

・「取扱説明書」（本書）の記載内容を守らないことにより生じた損害に関しては、一切責任を負いません。 

・本書に記載されている付属品・ソフトウェア以外の機器の接続やソフトウェアの使用により、誤動作などから生じた損

害に関して、当社は一切責任を負いません。 

・事故や本装置の故障・修理・その他取り扱いによって、本装置に登録された設定データなどが変化または消失すること

がありますが、これらのデータの修復により生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

 

●商標について 

・Android および Androidロゴ、Google および Googleロゴ、Google Play および Google Playロゴは、Google Inc.の商

標または登録商標です。 

・Apple、Appleのロゴ、iPad、iPhone、Safariは、米国およびその他の国で登録された Apple Inc.の商標です。iPhone

の商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。 

・App Store は、Apple Inc.のサービスマークです。 

・IOSは、Ciscoの米国およびその他の国の登録商標であり、Apple Inc.がライセンスに基づき使用しています。 

・Ethernet およびイーサネットは、富士ゼロックス株式会社の登録商標です。 

・Microsoft、Windows、Windows Media Player、Internet Explorer またはその他のマイクロソフト製品の名称および製

品名は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

・QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

・Wi-Fiは、Wi-Fi Allianceの登録商標です。 

・本書に記載されているその他の製品名、会社名は、各社の登録商標、または商標です。 

 

●ご注意 

・本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

・本書の内容に関しては、将来予告なく変更することがあります。 
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１－２．構成品一覧 

ご使用いただく前に、次の構成品が全部そろっているか確認してください。 

万一、足りない場合は、お手数ですがお買い上げの販売店または弊社までご連絡ください。 

 

   
IPカメラ×２ 

(アンテナを含む) 

ネジ･防水部材×２ 

(防水部材は使用しません) 

六角レンチ×２ 

   
カメラ用電源アダプタ×２ LANケーブル×１ モニター付レコーダー 

(録画装置)×１ 

   
録画装置用 

電源アダプタ×１ 

マウス×１ 取扱説明書×1 

電源アダプタの形状は、予告なく変更することがあります。（性能は変わりません。）ご了承ください。 

 

◆ネットワークに接続する場合、さらに以下の構成品も準備してください。 

・スイッチングハブ・パソコン・パソコンへの接続する LANケーブル・インターネット接続環境など 

 

■スマートフォンからライブ映像を確認するには 

スマートフォン用のアプリを使って、本装置のライブ映像を見ることができます。 

そのためには、あらかじめ次の機器等をお客様でご用意ください。 

・インターネット回線と通信機器（モデムなど） 

・Wi-Fiルーター 

・スマートフォン 

使用できるスマートフォン（OS のバージョン）については、アプリの概要説明等で確認してください。 
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１－３．外観および各部名称 

 

１－３－１．カメラ 

 
① カメラレンズ 被写体を撮影します。 

② アンテナ 映像データを録画装置へ伝送します。 

④ LAN端子 カメラケーブルの LAN端子を接続します。 

⑤ 電源端子 カメラケーブルの電源端子を接続します。 

 

１－３－２．録画装置【表側】 

 

① モニター 映像を表示します。 

② モニター電源ボタン モニター画面を ON/OFFします。 

③ USB端子 マウスを接続します。 

 

１－３－３．録画装置【裏側】 

 

① アンテナ カメラの映像データを受信します。 

② HDMI端子 モニターの映像を出力します。 

③ LAN端子 ネットワークに接続する場合、LANケーブルを接続します。 

④ USB端子 USBメモリを接続します。 

⑤ 電源端子 電源アダプタを接続します。 

⑥ 接地端子 接地端子です。 

② 
③ 

① 

① ② ⑥ ③ ④ ⑤ 

② 

③ ④ 

【

開

い

た

状

態

】 

① 
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１－４．接続構成図 

 

 

 

● 録画装置モニター部の角度調節について 

 

 

【開いた状態】 【閉じた状態】 

モニターを持ち上げ、ひねることでモニターを回転できます。 

上記、【開いた状態】で右方向にひねると 90度まで、左方向に

ひねると 180度モニターを回転できます。 

180° 90° 
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２．設置方法 

録画装置とカメラを設置する方法を説明します。 

カメラは水の浸入に対する保護等級 IP66相当(あらゆる方向からの強い噴流水による有害な影響がない)の

仕様を有しており、風雨にさらされても問題はありません。 

長く大切にご使用いただくために、雨や日差しを避けた設置環境(軒下など)をお勧めします。 

 

２－１．設置する際の注意事項 

下記の注意事項をよくお読みください。 

警告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不安定な場所、振動の多い場所、強度の弱い壁には取り付けないでください。カメラを取り付けても十分に支え

られる壁面にしっかりと取り付けてください。落下する恐れがあり、破損やケガの原因となることがあります。 

壁面内の配線や配管（ガス管・水道管等）を傷つけないように取り付けてください。ネジなどで配線や配管を傷

つけると、火災・感電の原因となります。 

AC100V商用電源以外では絶対に使用しないでください。火災・感電の原因となります。 

専用の電源アダプタおよび電源コード以外は絶対に使用しないでください。火災・感電・故障の原因となります。 

本装置は日本国内専用です。国外で使用すると火災や感電の原因になります。 

また、他国には独自の安全規格が定められており、本装置は適合していません。 

万一、煙が出ている、異臭がする等の異常状態のまま使用すると、火災・感電の原因となります。すぐに電源コー

ドをコンセントから抜いて、煙が出なくなるのを確認してから、ご購入店か弊社に修理をご依頼ください。お客

様による修理は危険ですから絶対おやめください。 

録画装置・カメラを分解・改造しないでください。火災・感電の原因となります。 

注意 

 

 

 

 

 

壁の穴開け工事については、当社では責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

モルタル塗装の場合、穴開けにより、古い壁が落ちることがありますので、注意して穴開けをしてください。 

録画装置を不安定な場所に置かないでください。また、録画装置の上に重い物を置かないでください。バランス

がくずれて倒れたり、落下したりして、けが・故障の原因となります。 

録画装置・カメラを次のようなところへの設置は避けてください。 

・火気のそば 

・油飛びや湯気が当たるような場所 

・不安定な場所 

・ほこりが多い場所 

・極度に振動が激しい場所 

・気化した薬品が充満した場所や、薬品に触れる場所 

・強い磁界を発生する装置などが近くにある場所 

・極度に高温や低温になる場所 

・直射日光が当たるところ 

・重電機器、医療機器、電磁波の発生する機器の近く 

正しく設置するために 

 ・カメラを正しく設置するために、ネジの取り付け位置をあらかじめご確認ください。 

・録画装置からカメラの間に障害物がない場合は、見通し距離約 50m以内で使用できますが、次のような場所で

は、電波が届きにくくなります。 

 ・鉄筋や鉄骨を使用した建物で使用する場合 

 ・カメラと録画装置が別の階層や別の建物にある場合 

 ・カメラと録画装置の間に次のような障害物がある場合 

（外壁、金属製の扉や雨戸、トタンなどの金属製の外壁材、金属箔が含まれる断熱材、金属製の家具） 

カメラは電波干渉による影響を防止するため、次のように機器から離して使用してください。 

 ・電子レンジ ・無線 LAN機器 ・ワイヤレス AV機器 ・インバーター電気機器 

その他、下記の機器でも近くで使用すると、本機やその機器の動作に影響がでる場合があります。離して使用

してください。 

・ゲーム機のワイヤレスコントローラー ・デジタルコードレス電話機 ・火災報知機 ・アマチュア無線局 

・自動ドア ・マイクロ波治療器 ・BluetoothⓇ対応機器 ・ワイヤレスインターホンやワイヤレスドアホン 
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２－２．ＩＰカメラの設置 

IP カメラを壁に取り付ける場合を例に説明します。 

 

1. カメラのネジ穴位置を確認してから、壁に取り付

ける場所を決めます。 

 

2. 壁に穴を開けます。 

φ6～6.5mmのドリルビットを使用し、深さ 30mm

のガイド穴を開けます。 

 

3. ガイド穴に、アンカープラグを押し込んで入れま

す。 

 

4. 左記の箇所を、付属の六角レンチで緩めることに

より、カメラの向きを変えることができます。 

 

5. ケーブルをガイドの溝からケーブルを出します。 

 

6. ベースのガイド穴を通し、ドライバーでネジを締

めて壁に密着させます。 

 

7. カメラの向きを決めてから、六角レンチで固定し

ます。 

 

8. 左記の箇所を緩めることにより、カメラ映像の角

度を調整することができます。 

 

9. アンテナを取り付けます。 

 

ガイドの溝 
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10. 必要に応じて、アンテナの角度を変えます。 

 

11. カメラの電源端子に、カメラ用電源アダプタを接

続します。 

LAN端子は、接続しません。 

 

２－３．カメラケーブルの防水方法 

ケーブルの端子を水滴から防ぐため、防水処理する方法を説明します。 

防水プルボックス等に収納する場合は不要です。 

 

1. カメラと電源アダプタの接続部は、市販の自己融

着テープを巻いて防水します。 

 

2. カメラ側の LAN端子は使用しないため、端子部が

濡れないように市販の自己融着テープを巻いて

防水します。 

接続しない 
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２－４．録画装置の接続 

カメラと録画装置を接続します。またネットワークに接続することも可能です。 

ネットワークの接続機器等は、お客様側でご用意ください。 

 

1. カメラを設置し、電源を接続します。 

 

2. 録画装置のモニターとアンテナを起こし、向きを

変えます。 

 

3. 録画装置にマウスを接続します。 

 

4. 【ネットワークに接続する場合】 

録画装置の WAN端子に LANケーブルを接続し、

ネットワークに接続します。 

 

5. 【ネットワークに接続する場合】 

ネットワークに接続するパソコン等をネット

ワーク環境に接続します。 

 

6. 録画装置の電源アダプタを接続します。 

録画装置の電源が入ります。 

 

7. モニター電源ボタンを押すと、モニター画面の

ON/OFFができます。 
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３．基本操作 

初期設定、録画と再生する方法を説明します。 

 

３－１．録画装置の初期設定 

はじめて録画装置の起動したとき、初期設定を行います。 

 

1. ライブ映像画面で、マウスを右クリックします。 

ログイン画面が表示されます。 

 

2. ユーザーを[admin]と入力し、パスワードは何も

入力せずに、[OK]をクリックします。 

 

3. ライブ映像画面でマウスを右クリックし、メ

ニューを表示させ、[ウイザード]をクリックしま

す。 

 

4. [次]をクリックします。 

※この画面で、モバイル端末から QR コードを読

み取り、映像を遠隔で確認することができる

アプリをダウンロード箇所にアクセスできま

す。（ネットワークの設定後に、アプリの接続

設定を行ってください。） 

 

5. タイムゾーンを「+09：00」に合わせ、日付時刻

を合わせて、[適用]をクリックします。 

時刻を設定後、[次]をクリックします。 

 

6. 【ネットワークに接続する場合】 

[手動構成]をクリックします。 

【ネットワークに接続しない場合】 

[次]をクリックします。(手順９へ) 
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7. 【ネットワークに接続する場合】 

IPアドレス、ゲートウェイ、サブネット等を設定

し、[OK]をクリックします。 

 

8. 【ネットワークに接続する場合】 

設定が正しくできているか、ネットワークの状態

に確認してから、[次]をクリックします。 

（設定は、後からでも変更可能です。） 

 

9. HDDの情報が表示されていることを確認し、 

[完全]をクリックします。 

 

10. 初期設定を終え、ライブ映像が表示されます。 

面面右上側に ● アイコン（手動録画）または  

アイコン(スケジュール録画）が表示されている

と録画しています。 
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３－２．ログイン操作 

録画装置のメニューを操作するときには、ログイン操作が必要です。 

 

1. ライブ映像画面で、マウスを右クリックします。 

メニューが表示されます。 

 

2. ログイン操作をしていない場合、メニューのいず

れかの項目を選択すると、ログイン画面が表示さ

れます。 

 

3. ユーザーとパスワードを入力して、[OK]をクリッ

クします。 

※初期状態のユーザー名は「admin」、パスワー

ドは入力せずに[OK]をクリックします。 

※入力欄をクリックすると、キーボードが表示

され、キーボードから入力します。 

 

３－３．手動録画 

手動で録画をする方法を説明します。 

 

1. ライブ映像画面で、右クリックして、メニューを

表示させ、[手動録画]をクリックします。 

手動録画画面が表示されます。 

 

2. 録画するチャンネルに✔を入れ、[OK]クリックす

ると、録画を開始します。 

画面右上側に赤い丸印が表示されます。 

 

3. 録画を停止する場合、停止するチャンネルの✔を

外し、[OK]クリックすると、録画を停止します。 

画面右上側の赤い丸印が消えます。 
録画中 
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３－４．スケジュール録画（時間録画、モーション録画） 

録画したい時間帯を自動で録画する、スケジュール録画の設定方法を説明します。 

 

 

1. ライブ映像画面で、右クリックして、メニューを

表示させ、[システム設定]をクリックします。 

設定画面が表示されます。 

 

2. [録画設定]タブをクリックし、[記録的計画]をク

リックします。 

時間録画、モーション録画を設定する画面が表示

されます。 

 

3. チャンネル、曜日、開始時間、終了時間、録画モー

ド(時間またはモーションに✔)を設定し、[OK]を

クリックします。 

・時間：指定の時間帯を自動で録画します。 

・モーション：指定の時間帯に画面に動きを検

知した場合に自動で録画します。 

 

4. モーション録画※を行う場合、[チャンネル設定]

タブと[ビデオ検出]をクリックし検出画面を表

示させます。 

検知するチャンネル、検知エリア、感度、検知時

の表示等を設定し、[OK]をクリックします。 

（詳細は「5-4-4. ビデオ検出」を参照） 

 

5. スケジュール録画されている場合、画面右上側に

 アイコンが表示されます。 

 

6. モーション機能を有効にし、かつ検知した場合、

画面右上側に  アイコンが表示されます。 

※モーション録画とは、映像データ（被写体）の変化を検知した時に録画する機能です。 

人または車両が動くと、映像データが変化するため、モーション検知したと判定します。 

この動作は、樹木の揺れ、光、影の変化でも検知する場合があります。この場合、感度を調整します。 

この機能を利用して録画すると、連続録画より保存容量を節約することが可能です。 

スケジュール録画 

モーション検知 
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３－５．再生方法 

録画した映像を再生する方法を説明します。録画中でも再生することができます。 

 

 

1. ライブ映像画面で、右クリックして、メニューを

表示させ、[ビデオ再生]、[マニュアル検索]をク

リックします。 

ビデオ再生画面が表示されます。 

 

2. 再生するチャンネル、録画モード、再生開始時刻

と再生終了時刻を選択し、[検索]クリックしま

す。 

録画されている時間帯が表示されます。 

 

3. 再生を開始する時間を選択し、[再生]をクリック

します。 

再生画面が表示されます。 

 

4. 再生画面の下部で、再生、一時停止、早送り

等の操作を行うことができます。 

 

5. 再生を終える場合、[再生終了]をクリックしま

す。手順 3の画面に戻り、[取り消し]をクリック

して終了します。 

バーをドラッグして
開始時間を設定可能 
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３－６．録画映像をバックアップする 

録画されている映像を、USB記録媒体(USBメモリ)にバックアップ(コピー)します。 

録画中でもバックアップすることができます。 

メモ：USB記録媒体は、あらかじめパソコンで FAT32形式のファーマットをしてください。 

バックアップしたファイル(AVI)は、H.264コーデックに対応した動画再生ソフトで再生可能です。 

 

 

1. USB端子に、USB記録媒体を接続します。 

 

2. ライブ映像画面で、右クリックして、メニューを

表示させ、[バックアップ]をクリックします。 

バックアップが表示されます。 

 

3. バックアップするチャンネル、録画モード、日付

時刻を選択し、[検索]クリックします。 

下側に録画ファイルが表示されます。 

 

4. バックアップするファイルの右側に✔をつけて

選択し、[バックアップ]をクリックします。 

※バックアップ可能なデータは、最大 32GBです。 

また、バックアップデータは 1時間で 1ファ

イル生成されます。 

 

5. 「このレコードファイルをバックアップします

か？」と表示されたら、[はい]をクリックします。 

 

 

6. バックアップが開始されます。 

しばらくお待ちください。 

 

7. 「バックアップ完了！」と表示されたら、[OK]を

クリックし、USB記録媒体を抜き取ります。 

差し込む 
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３－７．録画装置の電源を切る 

録画装置の使用を終え、電源を切る方法を説明します。 

録画装置を長期間使用しない場合は、電源を切断してください。 

ご注意：以下の手順を踏まえずに電源ボタンを押すと、録画データ等が消失するおそれがあります。 

 

 

1. ライブ映像画面で右クリックして、メニューを表

示させ、[システム終了]をクリックします。 

 

2. [シャットダウン]をクリックします。 

確認画面が表示後、[はい]をクリックすると

シャットダウンします。 

 

3. 確認画面が表示されます。 

[はい]をクリックします。 

 

4. 「電源オフにしてください。」と表示されたら、

電源アダプタ（または電源プラグ）を抜きます。 
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４．メニューの説明 

録画装置のメニューについて説明します。 

ライブ映像画面でマウスを右クリックすると、メニューが表示されます。 

メニュー操作するには、ログイン操作（P.17）が必要です。 

 

■メニュー画面 

 

  

… 表示画面数(1画面または 4分割画面)を設定します  

… 使用しません  

… 録画装置の詳細設定を行います P.23 

… 再生します P.19 

… バックアップを行います P.20 

… 映像の色相・明るさ・彩度・コントラストの設定を行います  

… 使用しません  

… 手動録画を行います P.17 

… 音量を調整します (左側:小⇔右側:大)  

… 初期設定を行います P.15 

… ネットワークの設定を行います (３－１．手順６を参照) P.15 

… IPカメラを追加する場合に設定します P.45 

… ログアウト、再起動、電源オフをします P.21 
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５．システム設定 

本装置のシステム設定を行います。 

ライブ映像画面でマウスを右クリックすると、メニューが表示され、 をクリックします。 

このときログイン画面が表示された場合、ログイン操作（P.17）をします。 

設定後、画面下側の  をクリックして、設定を保存します。 

システム設定を終える場合は、画面下側の  をクリックして、画面を閉じます。 

 

５－１．一般設定 

 

５－１－１．一般設定 

自動ログアウトの時間（一定時間操作しないと、自動的にログアウトする）、表示言語が変更できます。 

 

 

５－１－２．時間設定 

録画装置の日付・時刻の調整、および表示形式を設定します。タイムゾーンは＋09:00にします。 

[適用]をクリックすると、時刻が調整されます。 

ネットワークに接続した場合、[アドバンスト]をクリックして、タイムサーバーを設定すると、ネット

ワーク経由で時刻を同期して時刻を自動で補正することができます。 

ご注意：時刻は定期的に確認してください。必要に応じて時刻を調整してください。 
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５－１－３．画面設定 

画面表示の設定を行います。 

通常は、VGA解像度を「1024×768」に設定してください。 

 

 

５－１－４．ＨＤＤ設定 

HDD の状態を確認、および上書き保存の設定を行います。 

上書きに✔を入れ、かつ古いファイルを自動的に削除する設定を行うと、HDDの空き容量がなくなると、

自動的に古いファイル削除して上書き保存されるため、HDDを使用し続けられます。 

 

また、HDDをフォーマットすることで、録画されているすべての映像を削除することができます。 

ただし、一部の映像を指定して削除することはできません。 

HDD をフォーマットする方法： 

1. ID１枠のフォマット欄に、✔を入れます。 

2. 表の下側の[フォマット]をクリックします。 

3. 「すべてのデータが削除されます。続行してもよろしいです？」と表示されます。 

[はい]をクリックします。 

4. フォーマットを開始します。 
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５－１－５．セットアップエラー 

エラーが発生した場合、アラームを鳴らして通知する設定を行います。 

 

エラー通知の設定方法： 

1. 通知するエラー種類を、ドロップダウンリストで選択し、有効に✔を入れます。 

2. アラームに、✔を入れます。 

3. 他のエラーも設定する場合、手順１、２を繰り返します。 
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５－２．録画設定 

 

５－２－１．記録的録画 

自動で録画する曜日・時間帯・録画の種類を設定することができます。 

設定方法： 

1. チャンネル番号を選択します。 

2. 設定する曜日を選択します。（「毎日」も設定可能） 

3. 開始時間、終了時間を指定し、録画の種類を選択します。（4つのスケジュールが設定可能） 

時間：自動録画する、モーション：画面の動きを検知したときに録画する、センサー：使用しません 

4. 手順 2に戻り、他の曜日のスケジュールを設定します。 

5. 手順 1に戻り、他のチャンネル番号のスケジュールを設定します。 

または、[コピー先]をクリックして、スケジュールの設定をコピーすることもできます。 

6. 設定後、[OK]をクリックします。 

 

 

５－２－２．アラームの設定 

本装置では、使用しません。 
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５－３．ネットワーク設定 

 

５－３－１．ネットワーク設定 

ネットワーク接続するための設定を行います。 

また、[QRコードを表示]をクリックすると、QRコードで本装置の IDの読み取りができます。 

ご注意：ネットワークの設定を変更する場合、必ずネットワーク管理者に確認してください。 

正しく設定を行わないと、録画装置にアクセスできなくなるだけでなく、他のネットワーク機

器が使用できなくなる恐れがあります。 

  

 

５－３－２．ＤＤＮＳ設定 

DDNS（ダイナミックドメインネームシステム）を使用する場合、設定を行います。 
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５－３－３．ＦＴＰ設定 

FTP サ－バーを使用する場合、設定を行います。 

ご注意：FTPサーバーの環境により、使用できない場合があります。 

 

 

５－３－４．ＰＰＰｏＥ設定 

ブロードバンド（PPPoE）で接続を行う場合、設定します。 

 

 

５－３－５．３Ｇ設定 

3G 回線で接続を行う場合、設定します。 
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５－３－６．Ｅ－Ｍａｉｌ設定 

アラーム発生時に、Eメールでメッセージを送信するための設定を行います。 

ご注意：メールサーバーの環境により、使用できない場合があります。 

Eメールの設定方法： 

1. 有効に✔を入れます。 

2. SMTPサーバーのアドレス、ポート番号、ユーザー名、パスワードを入力します。 

3. 暗号化を適用するかを選択します。 

4. 送信者のアドレスを入力します。 

5. 受信者のアドレスを入力します。 

6. Eメールのタイトル名、送信するインターバル等を設定します。 

7. [テスト]をクリックすると、送信テストができます。 

8. 設定後、[OK]をクリックします。 

 

 

５－３－７．Wi-Fi設定 

この画面の設定は、変更しないでください。 
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５－４．チャンネル設定 

 

５－４－１．エンコード設定 

カメラ映像のチャンネル番号を選択すると、カメラのビットレート、解像度、画質、フレームレート等

が確認できます。（変更はできません。） 

メインストリーム： 録画装置で見る映像画質です 

サブストリーム： 遠隔で映像を見る場合の映像画質です 

 

 

５－４－２．ＰＴＺ設定 

この設定は使用しません。 
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５－４－３．チャンネルＯＳＤ設定 

各カメラチャンネルのタイトル表示および通信状態の表示設定を行います。 

 

 

５－４－４．ビデオ検出 

映像に動きを検知する設定を行います。設定後、[保存]をクリックします。 

この機能は、映像データ（被写体）の変化を検知する機能です。 

人または車両が動くと、映像データが変化するため、検知したと判定します。 

この機能は、樹木の揺れ、光、影の変化でも検知する場合があります。この場合、感度を選択します。 

動体検知による録画をする場合は、下記の設定とスケジュールの設定を合わせて行います。 

設定方法： 

1. チャンネル番号を選択します。 

2. 検出は[モーション]を選択し、有効に✔を入れます。 

3. 感度（5段階）を選択します。 

4. アラーム時間（1～10秒、継続）を選択します。 

5. [エリア編集]をクリックし、検知するエリアを、マウスをドラッグして設定します。 

6. 必要に応じて、[アーミング時間]（検出を有効にする時間帯）を設定します。 

7. 設定する通知手段（[ブザー]、[E-Mail通知]のみ使用可能）✔を入れます。 

8. 手順１に戻り、他のチャンネルも同様に設定します。 

または、[コピー先]をクリックして、設定をコピーすることもできます。 

9. 設定後、[OK]をクリックします。 

エリア編集画面 

緑色エリア：検知する 
黒色エリア：検知しない 

一部エリアを指定する場合 

[全消去]を選択後、対象エリアをマウス

操作で検知エリアを選択する 

[全てのファイル]全エリアを検知する 

[全消去]    全エリアを検知しない 

[戻る]     編集画面を終了する 
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５－４－５．ビットレート 

現在の通信速度（キロバイト/秒、メガバイト/時）が表示されます。 

 

 

５－４－６．チャンネルの詳細 

カメラの解像度、ビットレート、およびソフトウェアのバージョンが確認できます。 

 

 

５－４－７．ＩＰカメラ 

この設定は使用しません。（[Wall]を選択してください。） 
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５－５．システム管理者 

 

５－５－１．バージョン情報 

録画装置のバージョン情報が表示されます。 

  

 

５－５－２．ＨＤＤ情報 

HDD の状態を確認できます。 
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５－５－３．システムログ 

録画装置のログ(履歴)を、時間で検索して確認できます。 

 

 

５－５－４．ユーザー管理 

ユーザー管理の設定が行えます。ユーザーの追加、削除、変更や操作権限を設定することができます。 

ご注意：パスワードを変更した場合、パスワードを忘れないように必ずメモをしておいてください。 

ユーザーの追加方法： 

1. [ユーザの追加]をクリックします。 

2. ユーザー名、パスワードを入力し、許可する操作に✔を入れて、[OK]をクリックします。 

パスワードの変更方法： 

1. ユーザーリストから、パスワードを変更するユーザーを選択(青色)します。 

2. [パスワード設定]をクリックします。 

3. 旧パスワード、新パスワード、繰り返し(新パスワード)を入力し、[OK]をクリックします。 
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５－５－５．アップグレード 

操作しないでください。（録画装置のファームウェアをアップグレードする箇所です。） 

 

 

５－５－６．メンテナンス 

指定した時間に再起動する設定が行えます。 
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５－５－７．工場出荷時設定 

工場出荷時の設定に戻す場合、戻す設定に✔を入れて、[OK]をクリックします。 

ご注意：工場出荷時設定を実行すると、時刻と画面表示の設定が変更されるため、変更してください。 

「５－１－２．時間設定」を参照して、タイムゾーンを「＋09:00」に変更してください。 

「５－１－３．画面設定」を参照して、VGA解像度を「1024×768」に変更してください。 

 

 

５－５－８．ＩＰカメラメンテナンス 

接続されているカメラの IPアドレスが確認できます。 
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６．パソコンで映像を確認する 

ネットワークに接続した録画装置を、Windowsパソコンのウェブブラウザ上でライブ映像が確認できる

「Network video client」の操作方法について説明します。 

 

６－１．Ｎｅｔｗｏｒｋ ｖｉｄｅｏ ｃｌｉｅｎｔの起動方法 

・ウェブブラウザは、Google Chromeをご使用ください。 

 1. ウェブブラウザを起動します。 

 

2. アドレスバーに、録画装置の IPアドレスを入力し

ます。（左図は IPアドレスの入力例です。） 

録画装置の IPアドレスは、マウスを右クリック

し、メニューから、[システム設定]→[ネットワー

ク設定]→[ネットワーク設定]の画面内で確認で

きます。 

 

3. Network video clientの画面が表示されます。 

 

4. 録画装置で設定されている「User Name」、

「Password」を入力し、[Login]をクリックします。 

工場出荷時は、「Password」は設定されていない

ため、空欄のままです。 

 

5. 始めてパソコンからログインした場合、映像が表

示されません。 

画面左上側に、「Flash is not install. Click here 

to download flash player.」と表示されます。

[here]をクリックし、Flashの実行を許可してく

ださい。 

 

6. プレビュー画面が表示されます。 
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６－２．Ｎｅｔｗｏｒｋ ｖｉｄｅｏ ｃｌｉｅｎｔの操作 

メモ：Network video clientは、英語で表示されます。日本語に変更できません。ご了承ください。 

 

６－２－１．プレビュー画面 

カメラからのライブ映像を確認することができます。 

 

① ライブ映像を表示します。 

② ログアウトします。 

③ スナップショットを撮ります。 

④ チャンネルの映像を、表示/非表示に切り替えます。 

⑤ 全チャンネルの映像を、表示/非表示に切り替えます。 

⑥ 再生画面に切り替えます。 

⑦ 設定画面に切り替えます。 

⑧ 表示画面数を切り替えます。(1画面と 4画面のみ) 

⑨ 音声の ON/OFFを切り替えます。 

⑩ 使用しません。 

⑪ Main Stream(主映像:高画質)と Sub Stream(サブ映像:低画質)を切り替えます。 

① 

⑥ ⑨ ⑪ 

③ 

⑩ 

② 

④ 

⑦ ⑧ 

⑤ 
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６－２－２．再生画面 

録画装置に保存されている映像を、遠隔で再生または、動画ファイルを保存することができます。 

動画ファイルは FLV形式で保存されます。FLV形式に対応している動画再生ソフトで再生できます。 

 

① プレビュー画面に戻ります。 

② 再生するファイルの条件(チャンネル・録画タイプ・日付・時間帯)を設定します。 

③ ②の条件で検索を実行します。 

④ ②の条件で検索した結果を表示します。 

⑤ 前のページ(Prev)、または次のページ(Next)に切り替えて、④の内容を表示します。 

⑥ 再生を開始します。⑧に表示されます。 

⑦ 映像ファイルを、FLV形式でパソコンに保存します。 

⑧ 再生画面です。 をクリックすると、全画面表示します。 

① 

② 

⑤ ⑥ ⑦ 

③ 

⑧ 

④ 



 

40 

 

６－２－３．設定画面 

録画装置の設定を遠隔で行なう、または確認することができます。 

[Return]タブをクリックすると、プレビュー画面に戻ります。 

 

■ デバイス情報画面（確認のみ） 

 

 

■ スケジュール設定画面 

 

 

■ 一般設定画面 
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■ ネットワーク設定画面 

 

 

■ 映像色調整画面 

 

 

■ メインストリーム設定画面 
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■ サブストリーム設定画面 

 

 

■ カメラタイトル設定画面 

 

 

■ビデオ検出設定画面 
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■ PTZ設定画面（設定不要） 

 

 

■ センサー設定画面（設定不要） 

 

 

■ システムメンテナンス画面（設定不要） 
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７．スマートフォンで映像を確認する 

スマートフォン等にアプリをインストールすることで、本装置のライブ映像をスマートフォン等で確認

することができます。 

 

 

７－１．ＩＰ Ｐｒｏのインストール 

スマートフォン等でライブ映像を見るための監視アプリ「IP Pro」をインストールします。 

使用できる Androidのバージョンは、Android 4.4以降です。(iOSの場合、iOS 8.0以降です。) 

 

1. アプリのインストール前に、以下の準備をします。 

・Googleアカウントの登録とログイン 

・QRコード読み取りアプリのインストール 
  

 

2. 「Play ストア」にアクセスし、検索テキストボックス

に「IP Pro」と入力して、検索します。 

（iOSの場合、「App Store」にアクセスし、検索） 

 

3. 「IP Pro」が検出されます。 

[インストール]をタップします。 

 

4. アプリのアクセス権限の画面が表示された場合、 

[同意する]をタップします。 
  

 

5. インストールが始まります。 

インストールが終わると、[開く]ボタンが表示されま

す。[開く]をタップすると、アプリが起動します。 

  

【重要事項】 

・弊社ではアプリの動作保証は致しません。お客様の責任のもとでインストールしてください。 

端末やネットワークの環境により使用できない場合があります。 

・本装置で使用するアプリは、弊社制作のアプリでなく、フリー(無料)で利用できるアプリです。

従って、アプリについて弊社でのサポートは致しかねますのでご了承ください。 

・録画装置をインターネットにアクセスできる環境に接続してください。 

・本章では、Android端末を例に説明します。iOS端末でも同等の操作を行うことができます。 

iOS端末にアプリをインストールする方法は、端末のユーザーガイドを確認してください。 

・アプリのバージョンの違い、OSのバージョンの違いまたは機種の違いにより、操作方法が説明と

異なる場合があります。またアプリの更新等により、機能やレイアウトが変更する場合があります。 

・アプリのダウンロードやライブ映像を見るときにデータ通信量が多くなりますので、パケット通信

料が高額になります。このため、パケット定額サービスのご利用を強くおすすめします。 

・アプリが更新されると、自動でログアウトされます。再度ログイン操作が必要です。 

・アプリのサービスは、予告なく終了する場合があります。ご了承ください。 
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6. ホーム画面を確認します。 

「IP Pro」のアイコンが追加されています。 
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７－２．ＩＰ Ｐｒｏの登録 

アプリを使用するために、ユーザー登録を行ないます。 

 

 

1. 「IP Pro」のアイコンをタップして、アプリを起動し

ます。ログイン画面が表示されます。 

  

 

2. 左図のような許可画面が表示された場合、[許可]を

タップします。 

  

 

3. ログイン画面が表示されます。 

ユーザー名とパスワードの登録が必要です。[登録]を

タップします。 

※録画装置のユーザー名・パスワードとは異なります。 

  

 

4. メールアドレスを入力し、[確認]をタップします。 

  

差出人: Esee<system@support2.eseecloud.com> 

宛先: <XXXXXXXXXXXXX> 

件名: Mail activate 

Hello, Your e-mail Activation code is XXXXXX. 

5. 入力したメールアドレス宛に、左記の内容のメールが

届きます。 

６桁の確認コードを記憶（メモ）します。 

※このメールが届いてから 15分以内に、手順７までの

設定を終える必要があります。 
  

 

6. 手順５で表示された確認コードを入力します。 

 

7. このアプリにアクセスするためのパスワードを登録

（２か所入力）して、[確認]をタップします。 

※パスワードは、英数字が混在した 6～12 文字で登録

します。 

 

8. 登録を終えると、マイデバイス画面（次ページ手順３）

が表示されます。 

確認コード 
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７－３．ＩＰ Ｐｒｏの設定と映像の確認 

ライブ映像を見るために、アプリの設定を行ないます。 

 

 

1. 「IP Pro」のアイコンをタップして、アプリを起動し

ます。ログイン画面が表示されます。 

  

 

2. 前項で登録したメールアドレスとパスワードを入力

後、[確認]をタップします。 

メモ：前回使用時、ログアウト操作をしていないと、

手順３のマイデバイス画面が表示されます。 

  

 

3. マイデバイス画面が表示されます。 

新規に録画装置を登録する場合、画面真ん中の[＋]を

タップします。 

既に録画装置を登録済の場合、映像を見る録画装置を

タップします。（手順９へ） 

  

 

4. [DVR/NVR](録画装置のイラスト)をタップします。 

  

 

5. 録画装置の[メニュー]→[システム設定]→[ネット

ワーク設定]→[ネットワーク設定]の画面を表示させ

て、「P2P」に☑を入れてから、[QR コード表示]を選択

し、QRコードを表示させます。 
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6. クラウド ID 右側の  アイコンをタップします。 

QRコード読み取り画面が起動し、手順 5で表示させた、

QRコードを読み取ります。 

 

QRコードが読み取れない場合、手順 5で表示した画面の

☑Eee(P2P)右側の番号を、直接入力してください。 
  

 

7. デバイスの名前（任意の文字）を入力します。 

 

8. 録画装置に設定されているユーザー名とパスワードを

入力し、画面右上の[設定しました]をタップします。 

（iOSの場合、[保存]をタップします。） 

  

 

9. 録画装置が登録されました。 

[]をタップします。 

  

 

10. しばらくすると、録画装置の映像が表示されます。 

映像が出ない場合は、画面部をタップします。 

画面をタップすると、画面を拡大できます。 

※3G、LTE等のモバイルキャリアで接続している場合、

接続しても良いかの確認画面が表示されます。 

※画面上部の[SD]/[HD]ボタンを押すと、画質を変更で

きます。SD:低画質、HD:高画質 

※表示画面数の切り替え： ：1画面、 ：4画面 
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７－４．ＩＰ Ｐｒｏの画面説明 

IP Pro の画面について説明します。 

アプリを終了する場合、画面左下の  (Android 4) /  (Android 5以降)をタップします。 

 

■ログイン画面 ■マイデバイス画面 ■デバイス登録画面 

このアプリのユーザー名とパスワード

を登録および入力し、ログインします。 

録画装置のユーザー名とパスワードと

は異なります。 

画面左下の[マイデバイス]アイコンを

タップすると、この映像を表示します。

[]をタップすると、ライブ画面が表

示されます。[＋]をタップすると、録

画装置を登録します。 

マイデバイス画面の右上の[＋]をタッ

プすると、「デバイス登録」画面を表示

します。録画装置のクラウド ID、デバ

イスの名前（任意の名称）、ユーザー名、

及びパスワードを登録します。 

   

■ライブ映像画面 ■マイアカウント画面 ■個人情報画面 

ライブ映像を表示します。 

画面をタップすると、画面を拡大でき

ます。 

画面右下の[マイアカウント]アイコン

をタップすると、この画面に切り替わ

ります。アプリの設定等が表示されま

す。 

マイアカウント画面のメールアドレス

部をタップすると、この画面に切り替

わります。アカウント情報が表示され

ます。ログアウトする場合、この画面

から行います。 
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８．ＩＰカメラを追加する場合 

本装置の構成品として IPカメラが２台用意されていますが、追加で２台まですることができます。 

録画装置は、最大４台の IPカメラの映像を録画することができます。 

IP カメラを追加で購入した場合、以下のように 1台ずつ録画装置に登録する作業を行います。 

 

 

1. 追加のカメラに、電源アダプタを接続し、電源を

入れます。(まだ、設置をしないでください。) 

 

2. カメラの LAN端子と録画装置の LAN端子を、LAN

ケーブルを用意して接続します。 

  

 

3. 録画装置の電源アダプタを接続して、録画装置の

電源を入れます。 

  

 

4. ライブ映像画面で、マウスを右クリックし、メ

ニューを表示させ、[追加 WiFi]をクリックしま

す。 

メニューを操作するときには、ログイン操作が必

要です。 

  

 

5. 「追加 WiFi 画面」が表示され、録画装置が追加

したカメラを自動で検索し、登録を行います。 

  

 

6. 2～3分経つと、カメラが登録され、背景に追加さ

れたカメラの映像が表示されます。 

 

7. [終了]をクリックします。 

「追加 WiFi画面」の画面を終了します。 

  

 8. カメラの電源を切り、LANケーブルを外します。 

 

9. カメラを設置します。 

設置方法は、「２．設置方法」または「設置マニュ

アル」を参照してください。 



 

51 

９．トラブルシューティング 

以下に、問題点が発生した場合の確認ポイントを記載します。 

状態によっては、本装置の再起動、電源の OFF/ONなどで改善する場合があります。 

症 状 確認ポイント 

モニターが写らない ・録画装置本体の電源アダプタが接続されているか 

・録画装置のモニター電源ボタンを押したか 

ライブ映像が表示されない ・カメラに電源アダプタが接続されているか 

・ケーブルがカメラと録画装置本体に接続されているか 

・カメラが電波の届きにくい場所に設置されているか 

手動録画ができない ・[メニュー]→[手動録画]の画面で、録画するチャンネルに✔が入っ

ているか 

スケジュール録画ができない ・[メニュー]→[システム設定]→[録画設定]→[記録的録画]の画面

で、スケジュール録画が正しく設定されているか 

(チャンネル、曜日、録画モード(時間)、時間帯の設定を確認) 

モーション(動体検知)録画がで

きない 

・[メニュー]→[システム設定]→[録画設定]→[記録的録画]の画面

で、スケジュール録画が正しく設定されているか 

(チャンネル、曜日、録画モード(動態検知)、時間帯の設定を確認) 

・[メニュー]→[システム設定]→[チャンネル設定]→[ビデオ検出]

の画面で、モーションが正しく設定されているか 

(チャンネル、検出、有効に✔、感度、アラーム時間、エリア設定

が適正か確認) 

アラーム音が鳴らない ・[メニュー]→[音量]が適切になっているか 

・[メニュー]→[システム設定]→[録画設定]→[センサ設定]で 

ブザーに✔が入っているか 

・モーションの設定等で、鳴らそうとする機能が有効か 

（ブザーの設定に✓が入っているか） 

パソコンからライブ映像が監視

できない 

・使用するブラウザソフトは Google Chromeであるか 

・ネットワークの接続および設定が正しいか 

・ログインユーザー名およびパスワードが正しいか 

スマートフォンのアプリでライ

ブ映像が監視できない 

・ネットワークの接続および設定が正しいか 

・Wi-Fi通信が可能な状態であるか（電波が弱くないか） 

・スマートフォンのアプリが正しく動作しているか 

時刻がズレている ・[メニュー]→[システム設定]→[基本設定]→[時間設定]の画面で、

システム時間を変更し、[適用]をクリックします。 

カメラの映像が上下逆さまに

なっている 

・カメラを六角レンチで緩めてカメラを回転させます 

・「ビデオの管理」画面でカメラ映像を反転させます(次ページ参照) 
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■ カメラ映像を反転させる方法 

 

 

1. 上下逆さまの場合、次の方法で映像を反転させま

す。対象の画面をクリックし、選択します。 

  

 

2. マウスを右クリックし、メニューを表示させ、 

[ビデオの管理]をクリックします。 

メニューを操作するときには、ログイン操作が必

要です。 

「ビデオの管理」画面が表示されます。 

  

 

3. 反転させたいカメラチャンネル選択し、ダブルク

リックします。 

「IPチャネルの param」画面が表示されます。 

  

 

4. [画面のロールオーバー]に☑を入れてから、[OK]

をクリックします。 

 

5. ビデオ管理画面の[OK]をクリックします。 

  

 

6. カメラの映像が反転します。 
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１０．仕様 

本書に記載されている仕様または機能は、技術改善などにより予告なく変更する場合があります。 

ご了承ください。 

 

ワイヤレスカメラ（IPカメラ) 

オペレーティングシステム 組込み Linux 

イメージセンサー 1/3インチ・プログレッシブ・スキャン・センサー 

S/N比 ＞39.1dB 

解像度 1280×960 16：9 

最低被写体照度 カラー：0.1Lux、白黒：0.01Lux 

レンズ 4mm 

OSD 日時、タイトルを表示 

ホワイトバランス 自動 

デイ＆ナイト 自動/カラー/白黒 

3D-DNR 自動 

鏡像/反転 On/Off 

プライバシーマスク 4ゾーン設定可能 

映像フレーム 3ストリーミング、H.264：1280×960@30fps、640×480@30fps 

雷サージ耐性 IEC 61000-4-5準拠 

電源 DC12V 1A 

消費電力 ≦6W 

インターフェース RJ45、Wi-Fi(IEEE 802.11b/g/n) 

動作温度/湿度 -10℃～55℃、30％～80％ 

寸法 205mm×70mm×50mm 

重量 500g 

 

モニター付レコーダー（録画装置) 

オペレーティングシステム 組込み Linux 

ネットワーク映像 通信速度 20Mbps 

HDMI映像出力 解像度：1024×768、1336×768、1440×900、1920×1080P 

ビデオ解像度 D1/720P/960P 

同期再生 4ch 

録画 マニュアル、時間指定、モーション、アラーム、上書き録画可能 

再生 リアルタイム、ルーティン、イベント 

バックアップ USBメモリ対応 

HDD SATAインターフェース、500GB 

ネットワーク接続 RJ45インターフェース（10M/100M）、Wi-Fiインターフェース 

USB接続 USB2.0×2 

ネットワークプロトコル 
UPnP(プラグ&プレイ)、SMTP(Eメール)、PPPoE(ダイヤルアップ)、 

DHCP(IP アドレスを自動的に取得)など 

電源 DC12V 3A 

消費電力 ≦11.7W (HDDを含む) 

動作温度/湿度 -10℃～55℃、10％～90％ 

寸法 257mm×210mm×45mm 

重量 約 1.5kg (HDDを含む) 

ハードディスク容量 500GB 

連続録画時間 約 448時間 (2CH、960P、15fps、2Mbps VBR) 

 



 

 

【ＭＥＭＯ】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 
本製品についてのお問い合わせは、販売店もしくは弊社までお願いいたします。 
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